
広島大学附属三原中学校における教科用図書選定の採択結果等 

 

種 目 発行者 選 定 理 由 

国 語 学校図書 

読み物教材においては同じジャンルで基礎

と活用の文章があり，「言語事項」は青，「話す

こと・聞くこと」は赤など領域別に色分けさ

れている。これらは３学年通じて同じ色分け

であり，学習者にとっても３年間の系統が分

かりやすく意識することができる。また，単

元の終わりに「学びの窓」があり生徒自身が

学びを深めるヒントとなっている。単元のは

じまり扉のページにはまとまり毎に見出しと

詩があり言葉を学ぶきっかけとなる。 

書 写 東京書籍 

書写においては，硬筆・毛筆の指導時数の

配分の扱いやすさと，常用漢字の行書が例示

してあるなど資料が豊富で活用しやすい。今

年度から３年間で１冊の教科書となり，少な

い時間数だからこそ，３年間の見通しをもっ

て書写を学習することができる。また，文字

の歴史や年賀状，のしの書き方など生活にい

かせる内容や，志望理由書や願書など文字を

書くことが非常に意識される文書を例として

掲載していることも生徒の学ぶ意識を向上さ

せることにつながる。 

社会(地理的分野) 東京書籍 

学習課題の示し方がわかりやすく，我が国

の国土と歴史に対する理解と愛情を育てるた

めの工夫や国際社会で主体的に生きていくた

めの基盤となる知識・技能を身につけさせる

工夫がなされている。また，興味・関心を高め

るための工夫や作業的・体験的な学習を実施

するための工夫もなされている。学習内容と

の適切な関連付けがなされたイラスト・写真

等の種類と掲載数も妥当である。さらに多面

的・多角的に考察させるための工夫が小単元

のまとめの段階で適切に設定されている。以

上が選定理由の概要である。 



社会(歴史的分野) 東京書籍 

学習課題は 1 時間ごとに追究課題が提示さ

れており，歴史上の人物の掲載数及び現代で

扱われている人物数・人物名も妥当である。

我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育

てるための工夫がなされており，導入におけ

る興味・関心を高める問いや資料の記載も工

夫がなされている。また，課題の設定，整理・

分析，振り返りを展開するための構成上の工

夫並びに作業的・体験的な学習を実施するた

めの工夫がなされている。更に発展的な学習

に関する内容の記載について，思考を深める

問いや手だても工夫されている。以上が選定

理由の概要である。 

社会(公民的分野) 東京書籍 

学習課題の示し方としてどのような，どの

ように，という問いかけの形態で 1 時間の追

究する課題を提示している。国際社会で主体

的に生きていくための基盤となる知識・技能

を身につけさせる工夫，ならびに興味・関心

を高めるための工夫として課題の設定，整理・

分析，振り返りを展開するための構成上の工

夫がなされている。単元や資料等の配列・分

量も適切である。言語活動の充実をはかるた

めに，多面的・多角的に考察させるための工

夫や目的に応じて適切に表現する力を育てる

ための工夫として単元末におけるまとめ方の

具体例が示されている。以上が選定理由の概

要である。 

地 図 東京書籍 

巻頭に，地図帳の地図記号や地図帳の活用

方法が，また巻末に地形図の比較による地図

記号を記載するなどの工夫がなされている。

また，国際社会で主体的に生きていくための

基盤となる知識・技能を身につけさせるため

の資料が充実しており，更に資料についての

理解を促し，考察を深められるように読図の

ポイントや考察の視点が示されている。題材

や資料等の配列もよく，観察・調査や各種資

料の活用の工夫がなされている。 



数 学 学校図書 

 数学の基礎・基本の定着はもとより，生徒

が好奇心を示す単元に関連したコラムなどが

充実しているとともに，数学の内容が体系的

に，そして適切な分量で構成されている。ま

た別の解答方法や誤った答えを議論する，説

明するなどの生徒の数学的活動が促進される

ような作りになっている。そして本校で意図

する通教科的能力，特に課題解決の場面が設

定しやすいような題材も多く含まれている。

このような理由から採用を決定した。 

理 科 啓林館 

採択した教科用図書は，レポートの書き方

やまとめ方を適切に盛り込んでおり，科学的

な概念を用いて考えたり説明したりする言語

活動を行うために，非常に優れている。また，

日常生活の中への活用を考える場面を多く設

けており，本校の研究の特色を生かす工夫を

行いやすくなっている。２１世紀を生きる子

どもにとって環境保全を重視した内容の構

成・配列・分量，表現の工夫は主体的に学習に

取り組む観点からも優れており，基礎・基本

の定着も図れると考える。また，別冊のマイ

ノートは主体的な学習や基礎・基本の定着の

場面に活用できるものになっており，この点

も採択した理由となっている。 

音 楽 ( 一 般 )  
教育 

芸術社 

学習指導要領に準じて指導していくことが

でき，適宜生徒が理解しやすいイラストや写

真があるため主体的に取り組みやすい。４つ

の観点の教材が均等にあり，また各教材の学

習の窓口やねらいが明記されていることによ

り，生徒も目標を持って具体的に取り組むこ

とができる。学習に対して意欲的な生徒が多

いため，「これが分かれば Grade up!」のペー

ジを活用しながら音楽活動の充実及び言語活

動の充実を図ることができる。 



音楽(器楽合奏)  
教育 

芸術社 

多くの楽器について基礎・基本の定着を図

ることのできる楽器の名称や基礎的な技能に

ついて，イラストや写真を適宜用い分かりや

すく構成・配列されている。 

各楽器で生徒が演奏できる曲が掲載されて

いることも魅力的である。また，学習に意欲

的に取り組む生徒にとって興味を持てるよう

なアンサンブル曲も多くあり，アンサンブル

曲をより良い演奏に仕上げるために，生徒同

士でミーティングを重ねる過程を示してお

り，言語活動の充実も図ることもできる。 

美 術 日文 

観点別に色別した「学びのねらい」は，基

礎・基本の定着にむけた目標の確認や振り返

りに有効である。レイアウトがすっきりして

おり，全体的に作品鑑賞がしやすいうえ，「教

科書美術館」には，生徒の興味・関心を高める

工夫がある。他社と比較し，題材数が多く，生

活や社会における美術の働きを実感するため

の題材も豊富であり，本学校園の行事等と関

連させた学習へ発展させやすい。構想中の生

徒の言葉の吹き出しや，鑑賞を深めるための

話し合いを促す記述など，言語活動の充実の

ための工夫がある。 

保 健 体 育  学研 

１時間の内容が見開きで見やすく分かり易

く表記されており，写真資料や図解等は学習

内容を身近に感じられるようなテーマ性のあ

るものが扱われている。そのため，知識など

の基礎・基本の定着に有効であると考える。

また，「コラム」や「エクササイズ」，「活用し

よう」が設けてあり，身近な事例を取り上げ

話し合いや記述，発表など言語活動も充実し，

課題解決的な学習の流れで主体的に取り組む

ことができると考え，採択した。 



技 術 ・ 家 庭 

(技 術 分 野 ）  
東京書籍 

技術の学び方のガイダンスがＰＤＣＡサイ

クルとの関連で取り上げられている。学習の

まとまりごとに目標提示があり，振り返りも

到達度を実感しやすいものになっている。課

題発見から問題解決に至るまでの，学習の道

筋や思考の流れが分かりやすい。写真やイラ

ストが持続可能な社会をイメージさせ，その

実現に向けての行動を導くものになってい

る。キャリア教育の観点で「技術の匠」として

専門家のコメントが掲載されており，「防災手

帳」など減災教育の視点も充実している。 

技 術 ・ 家 庭 

( 家 庭 分 野 )  
東京書籍 

家庭科の学び方のガイダンスが内容面・図

共に分かりやすく見通しが持てる。学習のま

とまりごとに目標提示があり，振り返りも到

達度を実感しやすいものになっている。課題

発見から問題解決に至るまでの学習の道筋や

思考の流れが分かりやすい。基礎的・基本的

な内容について大きく写真・図が使用してあ

る。イラストも少子高齢化社会，男女共同参

画社会に対応したものになっている。他教科

との関連も提示してあり，学習内容を他の分

野と関連付けることができる。「生活の課題と

実践」が最後に分かりやすく提示してある。 

英 語 開隆堂 

英語力を全体的に上げるために，基礎・基

本の習得を重視した内容・構成になっている。

具体的には，習得目標とする英語表現が日常

生活の自然な場面設定の中で取り上げられて

おり，生徒が実際に身に着けた英語を実際に

使う場面に遭遇する可能性は非常に大きい。

また，各課においては，基礎・基本をもとに，

４技能を総合的に伸ばす活動で構成されてお

り，まとめの活動としては，今後さらに必要

となる思考力・判断力・表現力等を総合的に

身につけるための内容・構成になっている。

これらの活動を通して，生徒が達成感を感じ，

より主体的に学ぶ姿勢が身につくものとなっ

ている。題材については，人の生き方，労働の

尊重，平和の希求など人格の完成を目指すた

めの適切な題材が多く扱われており，当校が

取り組んでいる研究課題にも適している。 

 


